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科学技術振興機構  
社会技術研究開発センターについて 



社会技術研究開発センター（RISTEX） 

出典：社会技術研究開発センターパンフレット 2011-2012 

 社会技術研究開発センターは、従来の学問的分野・領域側からの研究開発ではなく、
社会の問題から構成する「問題解決型」の研究開発を推進しています。 
 そのため、新しい研究開発領域やプログラムを生み出すところから、運営の推進・支援、
研究開発成果を社会に還元するための支援に至るまで、他の研究開発事業とは異なるユ
ニークな活動を行っています。 

社会技術研究開発センターの重視する研究開発 

社会の具体的な問題を解決するための研究開発であること。 

従来の個別分野では対応しきれない問題に対し、人文・社会科学、自然
科学にわたる科学的知見を用いて、方法論の構築・現場における実践を
行い、現状を変えていこうとする、分野横断型の研究開発であること。 

研究者だけでなく、現場の状況・問題に詳しいさまざまな立場の「関与
者」と連携し、具体的な現場における社会実験を行い、PDCAサイクルを
徹底し、問題解決に役立つ新しい成果を創り出す研究開発であること。 

研究開発から得られる具体的な成果を、社会に還元し、実用化（実装）
することを強く意識した研究開発であること。 
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実質的には「領域」＝「プログラム」 



研究開発領域・プログラムの体制 

研究期間：3～5年程度、研究費：数百万～3000万程度／年 

強力なリーダーシップ 産・学・官・民、各
セクターから選任 

センター内スタッフ（企画運営室・フェロー） 

領域総括：堀 尾 正 靱 東京農工大学名誉教授・龍谷大学政策学部教授 

 平成20～25年度（予算規模 20億円程度）  



領域アドバイザー 
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分類 氏名 所属 期間 

産 石川 祐二 
 城北信用金庫 審査部 
 住宅・消費者ローングループ 

H20－ 

官 宇高 史昭  京都市 環境政策局環境環境企画部 H20－ 

学 大久保 規子  大阪大学大学院法学研究科 H20－ 

学(産) 大谷 繁  東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻 H22－ 

学(産) 岡田 久典  特定非営利法人バイオマス産業社会ネットワーク H20－ 

学 金子 成彦  東京大学大学院工学研究科 H22－ 

学(産) 川村 健一  広島経済大学 H20－ 

市民 崎田 裕子  ジャーナリスト・環境カウンセラー H20－ 

学(官) 杉原 弘恭  学校法人自由学園 最高学部 H20－ 

産 百瀬 則子  ユニー株式会社 業務本部 環境・社会貢献部 H20－ 

官(学) 山形 与志樹 
 独立行政法人国立環境研究所 地球環境研究セン
ター 

H20－ 



研究開発領域・プログラムの運営マネジメント活動 

※詳しくは「社会技術研究開発センターパンフレット 2011-2012」を参照のこと 

 それぞれの領域・プログラムでは、総括、アドバイザー、スタッフが一丸となって、下記のよ
うな活動を行っている。 

■研究開発プロジェクトの募集および選考 

■領域・プログラム全体会議の開催（領域合宿※） 

 ※1泊2日。当領域ではH23年度は桐生市で開催。 

■研究開発プロジェクトの点検 

 「センターでは、総括が強力なリーダーシップを発揮して
マネジメントを推進します。総括は研究開発プロジェクトの
状況を常に把握し、必要に応じて計画の修正を指示したり、
研究区開発期間中の統廃合を行うこともあります。」 

■アウトリーチ活動、シンポジウムの開催（年1回程度） 

■研究開発プロジェクトの現地訪問（サイトビジット） 



積極的な領域マネジメント 
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■グループリーダーとそのグループについては、選
考にあたって領域総括と領域アドバイザーがその必
要性を十分検討する。その結果、提案とその代表者
は採択されても、研究開発の実施体制の見直しをお
願いすることがある。（H22年度募集要項より） 

■領域総括は、プロジェクトの実施期間中であって
も必要があると認めるときには、中止または他のプ
ロジェクトとの統合等の大幅な見直しを行う。 （H22
年度募集要項より） 

プロジェクト実施体制の見直し 
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領域の設定過程 
（領域立ち上げまで） 
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インタビュー実施時の領域イメージ 

『「環境」に関する領域』が出発点 
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